
サンクスシェア
代表社員 田中 聡

障がい児成長支援協会 R5.7.6

右のQRコードから
左のページの表示を
お願いします。

空・雨・傘でチーム支援をつくる

「わかる」から「できる」シリーズ 第２回/６回



子どもを支援するチームが育っていないと・・・

・ 連携がうまくいかず支援にミスが起きる

・ 必要な情報が共有されずに対応が遅れる

・ 適切な役割分担がされずに一部の人に仕事が偏る

・ 職員に結束感がなくチームとして生産性があがらない

・ 人間関係が悪化しスタッフ感がぎくしゃくする



子どもを支援するチームが育つと！

・ 連携により支援上のミスが少なくなる

・ 仕事に対するモチベーションが向上し仕事にやる気が出る

・ 個人に応じた役割分担により仕事の効率性が向上する

・ 職員に結束感が生まれ新たな取り組みの提案が増える

・ 人間関係が良好で職場での雰囲気が明るく楽しい

・ よい職場が醸成され離職者が少なくなる



今日の内容

① 目的を共有する

② 自他を知る

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける

④ 共働作業を企画する

よりよいチームを作るには



① 目的を共有する



① 目的を共有する 理念の共有



目的とは・・・最終的に成し遂げようとする到達点

目標とは・・・目的の達成のために設定される水準・基準

① 目的を共有する 『目的』と『目標』



【目標管理（MBO）】
Management by Objectives  P.ドラッカー

① やることの管理
② モチベーションの管理
③ 人の管理

【目標管理（ベーシック法）】

① 目標項目を設定する
② 達成基準を決める
③ 達成期限を決める
④ 達成計画を立てる

『目標管理』① 目的を共有する



目標設定の手法 SMARTの法則

Specific 具体的であること

Measurable 測定可能であること

Achievable 到達可能であること

Result-based 成果に基づいていること

Time-Line 期限が明確になっていること

『目標設定の手法』① 目的を共有する



①
考えを否定せず、どんな考えでも「そう考えているんだね」と受
け止める。

② 相手の強み、長所、能力を引き出すよう良い面に目を向ける。

③ 行動の結果も大切だが、学びの種となる過程も重視する。

④ 成功しても失敗してもその要因を確認し大事な体験にする

⑤ 他の人と比較するのではなく、本人自身の変容を認めて伝える。

目標設定を支援するスタンス① 目的を共有する



「わかる」から「できる」へ Point①

① 目標を共有する

□ 事業所の理念を理解し説明できる

□ 「なんのために？」を意識しながら仕事ができる

□ ＳＭＡＲＴの原則を用いて目標設定ができる

□ お互いの目標を確かめ合いながら仕事に取り組むことができる



② 自他を知る



自己分析の方法の一つ。一人の人間の中に，親の自我（P）・大

人の自我（A）・子供の自我（C）の3つの自我 (人格) が存在し

行動や思考の際に一つ一つの人格が出現すると考え、この3つの

自我の質と量を分析する (構造分析) 。次に、3つの自我のかか

わり合い (交流) を分析する。自分を知ることにより、ストレス

に対応し、自分をコントロールするという考え方が根底にある。

② 自他を知る

交流分析とは



交流分析：３つのわたし② 自他を知る

https://www.eqwel.jp/mama_shindan/ego.html


エゴグラムを測定してみよう

自分のタイプをよく知っ

た上で、他者と接する。

② 自他を知る



② 自他を知る



② 自他を知る



② 自他を知る



「わかる」から「できる」へ Point②

② 自他を知る

□ エゴグラム等をつかって自分の特徴を把握することができる

□ 他者には様々なタイプがあることを理解できる

□ 他者にはそれぞれに対応の違いがあることを理解できる

□ それぞれのタイプに合わせた対応の違いを実践できる



③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



フォロワーシップとは

• フォロワーシップとは、 企業組織においてリーダーを補佐する

フォロワー（部下やメンバーなど）が、リーダーに対して自立

的支援を行うこと です。

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける

【組織が出す結果に対する影響力】

リーダー フォロワー

「リーダー」１～２割＜「フォロワー」８～９割



リーダーとフォロワーのマッチングの重要性

リーダーの立場から

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



聴く 話す 書く 受ける 報告姿勢 謝るほめる

・ あいづち

・ カウンセリングの技法

1.傾聴 2.沈黙 3.うなずき 4.あいづち

5.繰り返し 6.承認 7.保証 8.要約

9.質問 10.助言 11.明確化 12.解釈

13.自己開示

【ポイント】

よい人間関係のひとつの目指すゴール 「人から相談される」

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



聴く 話す 書く 受ける 報告姿勢 謝るほめる

・ 正しい敬語（上下関係）

尊敬語・謙譲語・丁寧語

・ ノンバーバル

スピード・トーン・大きさ

言葉遣い・組み立て・タイミング）

・ 説明

PREP法・マジックナンバー３法

すべて相手に『伝わった』か？で決まる」（相手の期待値を知る）

【ポイント】

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



聴く 話す 書く 受ける 報告姿勢 謝るほめる

・ 目的の明確化

・ 定型文書（案内・報告・依頼・請求領収）

・ ５W１H

・ １文書１用件

・ 箇条書きの活用

・ PREP法 マジックナンバー３法

・ 発送

すべて相手に『伝わった』か？で決まる」（読み返す：わかりやすさ・誤字脱字）

【ポイント】

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



聴く 話す 書く 受ける 報告姿勢 謝るほめる

【指示を受ける際のポイント】

・ 確認すること

① 仕事の目的 ② ゴール ③ 質 ④ 優先順位

・ 原則指示を断らない 「どうやったらやることができる」かを考える

※ 断る際は、「代案」を示してから

自分の次のアクションを必ず確認して終える

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



聴く 話す 書く 受ける 報告姿勢 謝るほめる

【報告の目的】
① リスクの軽減 ② 営業実績の向上

【報告のタイミング】
・ 終了時 ・ 途中経過 ・ 変更時 ・ ミスやトラブル発生時

【報告のポイント】
・ ５W１H
・ 判断がつかないときは報告を！

相手次第で報告の終了が決定する！

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



③ 相互コミュニケーションスキルを身につける

【報連相をするとき】 【報連相を受けるとき】 働き方改革ラボより



聴く 話す 書く 受ける 報告姿勢 謝るほめる

【ストローク】 【視点】

ビジブル ➡ インビジブル

（属性 ➡ 価値観）

【Level】

Ⅰ 相手から

Ⅱ 観察して

Ⅲ しかけて

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



聴く 話す 書く 受ける 報告姿勢 謝るほめる

【一連の流れ】

１ お詫びの言葉

２ 相手の感情の思いやり

３ 言い訳をしない

４ 経緯の説明

５ 再お詫びの言葉

６ 今後の対応を伝える

【気を付けたい意識】

・ 素直に

・ 純粋に

・ 早く

・ 言い訳無しに（自分 他人）

・ これからのために

相手次第で謝罪の終了が決定する！

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



【事実】
空が

曇ってる

空をみつけた

現状

【解釈】
雨が降り
そうだ

雨を考える

影響
課題

【行動】
傘を持って
いこう

傘を考える

打ち
手

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



「空」「雨」「傘」の具体例 その１

【事実】
空が

曇ってる

現状 自由遊び時間。自由時間の終わりまでには、あと
１５分。

A児が楽しくジグソーパズルを使って遊んでいる。

本人の排泄記録表を見ると、トイレに行ってから
２５分経過していることがわかった。
（A児は、３０分経過すると膀胱の障がいのため、
尿失禁する可能性がある）

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



このまま時間が経過すると
遊びに夢中になっているA児は、
失禁して下着などを汚す
かもしれない・・・

【解釈】
雨が降り
そうだ

影響
課題

「空」「雨」「傘」の具体例 その１

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



５分にセットしたキッチンタイマーを持参してき
て、

本人に提示し、
「このタイマーの音が鳴ったらトイレに行こう
ね。」
と声掛けをする。

【行動】
傘を持って
いこう

打ち
手

「空」「雨」「傘」の具体例 その１

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



【事実】
空が

曇ってる

現状

自由遊び時間。

A児とB児が、レゴブロックが広げられている場
所で、互いに一人遊びを始めた。

（この二人は、これまで何度もおもちゃの取り合
いにより、お互いが暴力をふるうことを繰り返し
てきている）

「空」「雨」「傘」の具体例 その２

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



このまま放っておくと、
やがて、
どちらからともなく、
レゴブロックの取り合いになり、
お互いが相手をたたくなどの行動に発展する
かもしれない・・・

【解釈】
雨が降り
そうだ

影響
課題

「空」「雨」「傘」の具体例 その２

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



さりげなく、
A児とB児のどちらにもかかわることができる位
置に移動して座り、
もし二人の間になんらかのトラブルが発生しても
すぐに対応できる準備をしておく。

【行動】
傘を持って
いこう

打ち
手

「空」「雨」「傘」の具体例 その２

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける



「わかる」から「できる」へ Point③

③ 相互コミュニケーションスキルを身につける

□ リーダーとフォロワーのどちらも仕事の成果を出せるとわかる

□ 「聴く」「話す」「書く」「受ける」「報告」「ほめる」「謝る」

の基本的コミュニケーションが実践できる

□ 空・雨・傘のフレームワークを意識することができる

□ 空・雨・傘のフレームワークで行動できる



④ 共働作業を企画する



④ 共同作業を企画する



④ 共同作業を企画する



「わかる」から「できる」へ Point④

④ 共同作業を企画する

□ 事業所で行う共同作業のアイディアを考えることができる

□ 事業所で行う共同作業の実行の提案をすることができる

□ 事業所で行う共同作業の実行に参加することができる
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